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足利市立第三中学校

６月号 生徒数：１９９名
発行者：髙木秀和

教育目標：より確かに・より豊かに・より逞しく

約３ヶ月の学校臨時休業にようやく一つのピリオドが打たれ、本日より、学校が再スタートしました。も

う、梅雨入りの季節です。第三中学校の職員室から望む桜並木の深緑が薄灰色の雲を静かに背負い、雨粒を

はね返しながら揺れています。この３ヶ月間、皆さんのがんばりがあったからこそ、今日という日を迎えら

れたのです。ありがとうございました。

皆さん一人一人が、ここから始まる生活の中で、①何をどうしていけたらベストなのかを考え、②具体的

に計画を立て、③自ら実践していくことができればと思います。新しい学期の再スタート、生活のリズム、

学力や部活動での競技力など、皆さんの中にも不安を抱えている人がいるかもしれません。逆に、足利市内

にとどまらず、栃木県、日本、世界中が同様の規制の中でこの数ヶ月を過ごしてきたのだから、何も焦る必

要はないと考えている人もいるでしょう。今回の自粛生活が社会経済や教育にもたらした影響は大変大きな

ものです。「どうしたらいいんだろう？」ｖｓ「みんな同じだから大丈夫。」ｖｓ「こんな状況だから国が（誰

かが）なんとかするだろう、いや、すべきだ！」、どう思いますか。どれが良いとか悪いとか言うつもりはあ

りません。不安になることも、開き直ることも、他人任せに考えることも、誰にでもあると思います。その

時々で変わるものです。ただ、こういう状況下だからこそ、少し考え方やものの見方を変えて行動すること

で、本来皆さん一人一人がめざすべき道が見えてくるのではないかと思います。

新しい生活様式の中でできること
～規制や制限を理由にせず、できることを最大限見つけ、考えて取り組む～
①何をどうしていけたらベストなのか考える
生活面 コロナウイルス感染症拡大防止に自分ができること

・ ～毎朝のルーティーン～
๎಑ẩ࠹Ἰϰ༝ὣ༟Ὓẩ൥༝ᾅὫᾇέ቗ἼឞҸἨἷ಑ἿࠓໄἸ୦ԅἨἷὓ὚ἕ὏ἪẪ὏ἰẩഁࠓἼᇎἕἰ὚ẩ὏ἫἨἴἜ

Ὓ૓ຶἕὣἨἷὓ὚ἕ὏ἪẪᮺἿͳἸẩᾓᾇᾘ̵ᾔ̵ώᾋὨὣỖۂน἗Ἱẩἲ὘἗ἺὙἕἮ἗ἸἪẪếỖỔቷ᫐Ἷ૓ຶἕՒᜊỀ

ἤἿἤἹὣ๼ὒ὜ᬢἼẩҪᄀ௻Ἔ὚ὀẩịἹἷὓৌᝯἻἤἹἱἢἺẩ๎಑ẩҹـἝ୦ԅἸ἞὜ἜἻƘᄀসὕЩᠮᒊἿᡜ

଀ἼἻ὚ἻἕἜἻƘ૓ຶἕܣἝ༃ᭀἨἷࡂἼἻ὚ἻἕἜἻƘỌἹἕ἗ݠὓᒢἜὝ὏ἨἰẪҪᄀ௻ὀẩϱ͜ἵὣὕἴἷὓ὚἗Ἴ

ὓẩὐἻἦὤἿዉܣἸᒈἙẩো᧍ἨἷἠὝἷἕ὏ἪẪἮἿ৩ἕὣ๺ὤἸἠἱἦἕẪ

見方を変換→検温チェック票の提出・手洗い＝コロナ感染拡大防止への小さな協力、大きな一歩
൥༝ὀᔬԋἿѡॊၛ੪ὣሦ៍Ἢ὜ἹἹὓἼẩؔۇἿݸԌἻύ᫐ὉἿݸ἞Ἳ৩ἕὕὛἸἪẪ὏ἰẩ૓ຶἕὓᑹ੶ἼἪ὜

ἤἹἸᡜ଀Ἱὀ੘ἩἻἠἻὛ὏ἪẪị὏ἦἜᔬԋἝỌἸὀἻἠẩịὓἨᔬԋἝỌἹᒈἙἷἠἱἦἕẪ͜α͜αἿ੓ᠡἿଡἲ௻Ἕ

ϱὙὛ᧸ᝯἸἪẪὕ὚ἦὝ὜Ἔ὚ẩᔬԋἸὕ὜ὉẪҪᄀ௻Ἷো᧍ὣẩᕠἕ੓ؘἸ᜸ԌἴἷẩҹـἝἨἴἜὛ๎಑Ἷᾯ̵ᾊὧ

̵ᾷἹἨἷẩকἰὛԪἼ൥༝ᾅὫᾇέ቗Ἷ୦ԅẩ૓ຶἕἝἸ἞὜ἹᎢ౎὚ἨἕἸἪẪ

൥༝Ἱ״ණẩᔬԋὣࠠ὜ẩؔۇἿαὣࠠ὜ἰὒἼἨἴἜὛᇎᄄἨ὏Ἠ὘἗ẪἰἱẩᆚᔋἝᖭὝἷἨ὏἗ἻἺᾢώέἼὙὛॱ

ὀҪᄀἼᆸ៦ἨἷἠἱἦἕẪװܣὣᄀἩ὜࠶

こんな時どうする？→マスクして当たり前 → マスクしていない友達がいたら

ᾢώέἿᇎᄄἝকἰὛԪἼἻ὜ἿὀᕠἕἤἹἸἪἝẩἮ἗Ἳ὜ἹᥛἼẩᾢώέὣᇎᄄἨἷἕἻἕαὉἿћ᝵ὕࣽԗἝᄀἩ

὜֬ᬓ৮ἝἓὛ὏ἪẪᾢώέὣἨἷἕἻἕƖਨἸὀἓὛ὏ἬὤẪἮἿαἻὛἿΖ਱Ἕἓ὜ἜὓᇴὝἻἕẩᾢώέὣἨἷἕἻἕἤ

Ἱὣ๟ἼἨἷἕ὜ἜὓἨὝἻἕẩ὏Ἣὀẩ͜؅؝ᑔἕἷẩᆸ૓ἿᓎోἼ๟ὣ᧍Ὕ὜ἹἮἿ঵Ἕݪὠἴἷ἞὏ἪẪἰἱẩͤຬ

੓ἸᇎᄄἨἷἕἻἕἻ὚ẩἮἿৌᝯ৮ὣὠἜἴἷὓ὚἗ἤἹἝݸԌἸἪἨẩἮἿషἼΖ਱ἝἓἴἷᇎᄄἸ἞ἷἕἻἕἻ὚ẩἮ

ἤὣႵឍἨἷἓἣ὜ἤἹἸẩἮἿαὀࠑၬ੘ὕᑒਨ੘Ἔ὚ឍொἦὝẩἮἿαἻὛἿ੘೥᫵ยἼՍὒἷἠὝ὜Ἱ৩ἕ὏ἪẪ

（社会的距離；お互いを感染から守るために維持する距離 ２メートルくらい）

ఛ᫽ךὕẩ๣ᦇԪἻἺαἿࡂἝ੄ࠪἦὝ὜ܣ૎Ἴὀᾁ̵ύᾧᾯậᾋὧώᾃᾷώὣሦЩἪ὜ἰὒἿᾭὨᾷὣॺ἞὏ἪẪ಄

᥅ὀẩίᾷᾗᾏὕώ̵ᾕ̵ἸὓὙἠὐἜἢ὏ἪẪᾭὨᾷὣ੓ᠡἨἷẩᦕԌἻᢸᭆὣЩἴἷἠἱἦἕẪ

いずれは→ラインを守る → 自らどこでもラインを引く

ҹἷἿܣ૎ἼᾭὨᾷἝॺἜὝἷἕ὜ὠἢἸὀἓὛ὏ἬὤẪἺἤἼἕἷὓẩᔬ὚ẩᦕรἻᢸᭆὣЩἴἷᜊՠἸ἞὜Ὑ἗ἼἻ὜

ἹᎢ౎὚ἨἕἸἪẪ͢ἸᥐὊἰ૓ຶἕἿషἻἺ။Ἴ੓ᠡἨἷἠἱἦἕẪὕ὚ἦὝ὜Ἔ὚ẩᔬԋἸὕ὜ὉἿ࠻ݪἝẩҹϰὉἿ

἞ἻᡞၿἼἻὛ὏ἪẪݸ

生活のリズム

᫅ἕಓ᫐Ἷᔬ፪ᄀໄἸẩ಑఑ἠᢧ἞ἻἠἷὓἕἕἜ὚Ἱẩἵἕݵ౹ἜἨἨἷἨ὏ἴἰὛዾẩᄀໄἿᾮ὾ᾤἝᏹἠἻἴἷἕ὜

αὓἕ὜Ἱ৩ἕ὏ἪẪ။Ἴẩ֙ԪͳἿὬᾑᾯὲ̵ἹἻ὜಑ἥᯥὣἨἴἜὛᯟὊἷҥ๟ἼᆄഁἨἷἠἱἦἕẪ



学習面 授業では自分の考えを

୆ංἿͳἸẩᬦἿαὕὴᾯ̵ᾛἸ੓᝵ὕᒈἙὣែἨװ἗ໄՠὀẩᆌἦὤἝᔬԋἜ὚ٟᯃ੓ᠡὣଡἴἷࠓ὇͢ἸἹἷ

ὓݸԌἸἓὛẩࠓᑹՕ್ὣ᱔ὒἷἠὝ὜ὓἿἸἪẪἨἜἨẩἨὁ὚ἠὀࡂὣᦡἢ὜ἰὒἼẩែἨװἕໄՠዾὓԞ᫿ἦὝ὏ἪẪ

୆ංἼὙἴἷὀẩҪᄀἝύιনἹἻἴἷᆌἦὤἿᒈἙὕ੓᝵ὣᐜἡἤἹἸẩែἨװἕໄՠἝἸ἞὜఍὏ἸἿᾝ̵ώἶἠὛὣ

Ἠἷἕ἞὏ἪẪ

今できる学び合い→コミュニケーションは話すだけではない、書くことも自己表現
ᔬԋἿᒈἙὕ੓᝵ὣẩị౼ἠỌἤἹἝθ঵ὀনἼዉἵࠓᑹໄՠἼἻὛ὏ἪẪị౼ἠỌἹᒢἠἹẩ᭼пἱἻἹ੘Ἡ὜Ἔὓᇴ

Ὕ὏ἬὤἝẩịθἸ἞὜ἤἹỌἹ੓ᠡἨἷגὛᎲὑἤἹἸẩἕἫὝែἨװἕໄՠἝᥨचἼἸ἞὜Ὑ἗ἼἻἴἰ఍ὉἹᐜἕἸἕ

἞὏Ἠ὘἗ẪᇴᠡἿᑹ঺ὀܒಙẩἮἿ͢ἸᔬԋἿᒈἙὣ᜖ႲἪ὜ἤἹἝἦ὚ἼἤὝἜ὚ἿషχἼ๪ὒ὚Ὕ὜ịՆỌἸἪẪ

自主学習の継続
ἤἿϛංಓ᫐ẩᆌἦὤὀ៟ᯃὣͳোἼे࠹ἸἿᔬ͹ࠓᑹὣᥳὒἷ἞὏ἨἰẪᔬ͹ࠓᑹὀẩࠓՆἿ͢׹Ἴᄛ὏὚Ἣᔬ

ԋἹ׹἞װ἗ݸԌἻష᫐ἸἪẪᔬԋἿᾞ̵ώἸẩᔬԋἸ๼ὒἰἤἹὣࠓᑹἸ἞὜ἹẩἮἿᏏᏐἜ὚ᄀ὏Ὕ὜ịՆỌὀẩᄀ

ໄἿοἿܣ᭼ἸὓᾛᾭώἼᆃ୮ἦὝ὜Ὑ἗ἼἻὛ὏ἪẪịᏏᏐὀՆἻὛỌἿịՆỌὀẩ͜ἵἿἤἹἝẩοἿἤἹἼὓᕠἕথᮧ

ὣͥἙἷἠὝ὜Ἱἕ἗ịՆỌἸἪẪἤἿϛංͳἻἜἻἜᔬᑹࠓᑹἸ἞ἻἜἴἰαẩθἜ὚ἸὓᔬԋἿἸ἞Ἦ἗ἻࠓᑹẩЇἙ

ὁẩổ఍Ἴཫࠉὣộἵ᝻Ἑ὜ẩផጚٟᯃὣឍἠẩ۟ۈἜ὚۟܌Ἷණࠄὣࠓ὇ዾẩӃϰᆋἻӈ࠻ὣ๼ὒἷגὛᎲὤἸὐ὏Ἠ

὘἗Ẫ͜ἵἿࠓᑹἜ὚ฌἿࠓᑹἼहἝἴἷἕἢ὜Ἱἦ὚ἼᕠἕἸἪἾẪ

部活動 １時間半しかできない ｖｓ １時間半もできる
ᦼໄՠἿᎰΒὀক᭼Ἷ᫐ẩब఍ổớẮỗỔẩࠣҹͣഁổớẮỘộἹἻὛ὏ἪếổभᄀὀᎰΒổớẮỔỔࠣҹͣഁổớẮổộẩớƈỚ

ὙὛỀẪἛὙἮổష᫐֛Ἷໄՠష᫐ἸἪẪἤὝ὏ἸὀẩइἿᦼໄՠὰὨᾍᾭὨᾷἼບἴἷẩỖష᫐Ἔ὚Ỗష֛Ἷໄՠష᫐Ἕ

ἓὛ὏ἨἰẪͥἙ὚Ὕἰష᫐Ἕ᫿὚Ὕἷἕ὜Ἳ὚ẩịổష᫐֛ἨἜἸ἞ἻἕỌἹڎἕἰ๟ଡἲἸໄՠἪ὜ὙὛẩịổష᫐֛ὓἸ἞

὜ỌἹᾛᾭώἼଲἙἷἮἿష᫐ὣಇՕἼЂἴἰ௻Ἕ࠮ܖἸἪẪἰἱἨẩịổష᫐֛ἨἜἸ἞ἻἕἜ὚᮱উἴἷἤὝἱἢὀὕ

὜ẩ࿬ᰘἻἠἤὝὣὕ὜ỌἹἕ἗Ἳ὚ᾛᾭώἿᾛᾭώἸἪẪἺἿὙ἗ἼໄՠἨἰ὚Օ್ᆋἜẩҧ࠮Ἠἰష᫐ἹἻ὜Ἔẩύ᫐ὕᯎ

ٟἿҪᄀἹὦὨᾋὧὦὣԅἨװἴἷᔬԋἰἲἸໄՠὣᎲὐዉἷἷἕἠἤἹὓẩἤὝἜ὚ὣᄀ἞὜ՆἼἻ὜ὀἫἸἪẪ

３年生の皆さんへ
ණɴἻ͹ἰ὜ݸϜὕίᾷᾊώᾌẩᾙὫώᾊὧᾔᾯዾἝͳยἹἻὛẩಗἱᫌѲἼἵἕἷἿ൥មἝᏐἕἷἕ὜ὓἿὓἓὛ὏

ἪẪॺᥗἿݭẩትἼ׹ἢἷἤἿၛປὀẩξ௻ἝἻἕἹធὠὝἷὓẩξ௻ἝἻἕἹᮺἸὀႵឍἨἷὓẩ๟ଡἲᆋἼὀ᎘঺Ἕ

ἕἠὀἫὓἻἠẩี৛ἻẩἮὝἺἤ὞ἜਝἨἦἼἓ὆ὝẩϱἸẩἹἕ἗ὕ὜ἬἻἦἸ͜಺ἱἹ৩ἕ὏ἪẪịἮ἗ἕ἗ਝἨἦẩϰᰱ

ὓష᫐ἝἰἷὁᔬԋἿᎈἼἻ὜ỌἹἕ἗ݸαἿធᗳἝθὀύᾭήἷᒢἤἙ὜αὓݳἕἸἨ὘἗ẪἮὝἸἕἕἹ৩ἕ὏ἪẪᔬ

ԋἿἮἿᦼԋἿ੘਱ὀ἗὏ἠ௟ႵἨἷࠣΒἨἷἨ὏ὠἫἼẩἮἿ὏὏דἢยὒ὜Ὂ἞ἱἹ৩ἕ὏ἪẪדἢยὒἰਝἨἦὕৣὛ

ὀẩἕἵ὏ἸᔬԋἿͳἼᄛ὏὜ἿἜẩἕἫὝজὣݪἙἷݰὉἿὬᾑᾯὲ̵ἹἻἴἷἕἠἿἜẩἮὝὀлαἼὙ὜ὓἿἸ͜ඏ

ἼὀធἙ὏ἬὤἝẩϱὓἜὓώᾢ̵ᾌἼျρἢἫẩὓἝ἞ᖇἨὑἤἹὓᦡἢ὜Ὂ἞ἸὀἻἕἹ৩ἕ὏ἪẪἰἱẩαἝᒎἙ὚Ὕ

὜ͤࠡὕᖇἨὐἼὀ᫿ᄖὓἓὛ὏ἪẪἺ἗ἼὓἻ὚Ἳἕݿಐ੘ὕᥒἕẩͤࠡὀ͜αἸૹἙ᤿὏Ἣẩ࠹అẩ׍αẩҪᄀ៞Ἔ

ἼែἨἷἠἱἦἕẪឍ๼ὣ๪ὒ὜ἿἸὀἻἠẩαἼែἪἹἕ἗ᜊ࿚Ἕݸ἞ἻᅴὕἨἼἻὛ὏ἪẪ

ỗभᄀἿᦼໄՠἼἵἕἷẩഁࠓἹἨἷὀẩổࠓಓớಆỗổ఍὏ἸἿໄՠὣ൥មἨἷἕ὏ἪẪ۟֐ἿݸϜὕίᾷέ̵ᾯẩίᾷ

ᾊώᾌἿᫌѲಇ࿬ἼὙὛẩθ঵ἿໄՠὉἿ׈ՉἼἵἕἷὀᆌἦὤᔬᣯἿᦝ૵Ἴ޽Ἶ὚Ὕ὏ἪẪᦼໄՠἿᆵᆋὀẩݸϜὕ

ίᾷᾊώᾌẩίᾷέ̵ᾯἱἢἸὀἓὛ὏ἬὤẪἨἜἨἻἝ὚ẩีὛỖᾺಆẩໄՠὣᏐἢἷἕἠἜẩԗἿ௹ἰἻᆵෂἼ׹ἢᥳὤἸ

ἕἠἿἜẩἺἲ὚ἿᦇὓἓἴἷἨἜ὜Ὂ἞Ἱ৩ἕ὏ἪẪᯎٟἿҪᄀὕẩ࠹అẩ׍ᦈἹᆸ៦ἨἷὓἕἕἸἨ὘἗Ẫἰἱẩ಄ᎰᆋἼ

ὀᔬԋἿ੓৩Ἰ๼ὒἷἠἱἦἕẪᔬԋἸ๼ὒἻἕἤἹὀẩ঵ἸធἕឧἿኑἼἻἴἷἨ὏ἕ὏ἪẪ὏ἰẩịᾅ̵ᾤ͡ͳỌὣװἕ

ធᗳἼ᮱উ὜ᆌἦὤὀᾅ̵ᾤἹἨἷἿᎺರἝঊἕἹ৩ἕ὏ἪẪἸἪἝẩ׍ᦈἝ๼ὒἰᦝ૵ὀẩᎢᆷἼדἢยὒẩᾅ̵ᾤ

ἱἜ὚ἤἮẩԗἿᦇὣᦝὤἱύ᫐ὣ৓୯ἨἷἓἣἷἠἱἦἕẪЇἙὁẩịݸϜὓἻἕἨẩеẩ఑ὒἼॺᥗἨἷ᱔ഁᰱדἼຍ

ᮺἪ὜Ἔ὚ẪỌịἙ̵ẩἻὤἸẩ᜸Ԍ὜ἿἜźỌἸὀἻἠẩịἮ἗Ἔẩế἞ἴἹਧὤἸਧὤἸ἞ὒἰὤἱὙἻắোἿݠỀ᮱উὝ

ὙźỌἹᓎͳὣ૽Ἠἷἓἣ὏Ἠ὘἗ẪἮὝἝẩỗभ᫐ܑἴἷ἞ἰ׍਱ἸἪẪᔬԋἿᦇὣ๼ὒ὜ἿὀᔬԋἸἨἜἻἕἿἸἪẪ
その他 生活のヘソ
ԪۂἿịἮὝὗἢ͡ͳỌἸἛែἨἨἰᄀໄἿͳἿᾜᾁἸἪẪἤἿỚಆὀẩᆌἦὤἼἹἴἷὓẩҪᄀἰἲἼἹἴἷὓẩἤὝ὏

ἸἿỘಆẩ௹ࠓಓἹ״ἩἸἪẪ௹ἰἻᄀໄἿώᾃ̵ᾌẩᔬԋἿὙὛ૎ἹἻ὜͜ἵἿἤἹὣ᝵ἵἢẩᏐἢ὚Ὕ὜ἹἕἕἸἪἾẪ

ᑹẩώᾡ̵ᾈẩ᢬ؘዾẩϱἸὓἕἕἹ৩ἕ὏ἪẪϱἜ͜ἵὣᏐἢἷង὏Ἠ὘἗ẪࠓἸἿᑹ੶ẩ࠹

不安についての考え方の紹介（「走って、悩んで、見つけたこと。」文藝春秋 大迫傑 著より）

಼ΫᾢᾭᾁᾷἸ಄঵ἿὮᾮᾷᾘᾇέχ᜖೏ὣ૓ἼἨἰݸ᥍ѭᦝ૓ἿធᗳἸἪẪ～僕は限りなく100％に近い努力をするだけ。

不安は自分の中から生まれた不確かな偶像で、実体のないものを意識するくらいであれば、本当に今やるべきことに集中した方がいいという考

えに落ち着きました。～不安は誰もが持つものです。僕はそのネガティブな感情を一度受け入れることも大切だと思っています。～辛いときにこそ

前を見るのではなく、下を見て一歩一歩進んでいけば、そんなに苦しむことはないと思います。不安や焦りは他と比べたり、他人からの評価につい

て反応してしまうからであって、自分の足元だけを見ていれば、その瞬間瞬間に価値があるということが分かるはずです。～結局、今日の自分の

ベストを尽くすしかないんです。じゃあ今の自分にできることはなんだろうかとポジティブに考える。そうなれば不安はだいぶコントロールできるようにな

ります。～もがかないと静寂や落ち着きも生まれない。だから、不安を抱える時期が来ても、焦らず元の自分に戻してあげるだけです。～

②具体的に計画を立てる ③自ら実践していく
ȪỚಆἜ὚ἿᆵෂἝ๼὏ἴἰ὚ẩӃϰᆋἼ͜఍ἿἺἿష᫐Ἰϱὣὕ὜ἜẩἓὝὓἤὝὓἹฏউ὚Ἣẩị࡯Ἠፄ֢ἜἻỌ

ኆॄἿផᄏὣዉἷ὏Ἠ὘἗ẪȫἮἤἜ὚ẩ࠮ᣁẩ๼ὒἰἤἹἿώᾃ̵ᾌἸἪẪỗ఍ἸἠἩἢἰ὚ẩịỗ఍ὓᏐἢἰẩᔬԋὀὬᾭὨ

ἹᔬᄏᔬᢀἨẩฌὀẩỘ఍ὣᆵଣἨ὏Ἠ὘἗ẪἮὝἝẩάᾈἕἻ὚ẩṛ఍࠮ᣁẩỗ఍ϛὤἸ὏ἰổ఍࠮ᣁẩỖ఍ϛὤἸổ఍࠮

ᣁẩổ఍ϛὤἸổ఍࠮ᣁẪ࡯ἨἫἵ੶὚ἨἷἕἠἤἹἝᏏᏐὉἿᾡὨᾷᾌἸἪẪ࿭὚Ἣሦ࠮Ἳ͜ฦὣᣇὐԅἨἷἠἱἦἕẪ


